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子どもたちの未来のために
いま私たちは決断すべきです。
原発全面停止で大丈夫です。
それは世界の流れです。
日本環境学会会長

和田 武【著】

　　福島原発事故報道　
　　                     　　　　　  丸山重威[�編著] ●1680円

人間と環境への
低レベル放射能の脅威
                      グロイブ、スターングラス[著]　　　　　　
                  肥田舜太郎、竹野内真理[訳] ●3990円

●同時発売● 事故報道、放射能汚染などを考え合うために

福島原発放射能汚染を
考えるために

１章●原発依存社会の危険性 
　　　―福島第一原発事故を踏まえて
　　　放射線、放射性物質、原子力発電／福島第一原発事故の発生とその影響
　　　福島第一原発事故の本当の原因／事故原因をつくり出した社会的背景

２章●地球温暖化がもたらす未来危機と
　　それを回避する条件
　　　人類生存の危機をもたらす地球温暖化／不可逆的で回復不可能な現象
　　　各国のエネルギー対策の動向／危機回避に不可欠な温室効果ガスの大幅削減

３章●原子力と再生可能エネルギー
　　　原子力と再生可能エネルギーの特徴／住民主導の再生可能エネルギー普及

４章●日本での脱原発・再生可能エネルギー中心の
　　持続可能な社会づくり
　　　日本の温室効果ガス削減目標と現状／日本の再生可能エネルギー普及の現状
　　　日本での再生可能エネルギー中心の持続可能な社会づくり
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これで
いいのか

マスコミ報道で欠落している重大問題を明示する

　本書では、まず原発と地球温暖化の危険性について述べ、それらの
危険性を同時に回避するために、再生可能エネルギー重視政策へ転
換することを提案します。また、再生可能エネルギーの特性を踏まえ
ると、その普及には市民参加が重要であり、そのような普及を通じて
持続可能な未来社会を生み出せることを述べます。……
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